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•持ち込まない

•拡めない

•発生してしまったらを

考慮しておく

大切

私が平時から行っている対策
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持ち込まない（利用者編）

① 入所前14日間の行動制限

→入所・ショートステイ・通所も同様

（利用者と同居家族も含む）

・同居者以外とのマスクなしの会話・飲食は禁止

・有症状の場合は必ず病院受診

・毎日の健康チェック

施設利用にあたっての約束などの配布用紙の作成
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施設利用にあたってのお願い

利用14日前から家庭で守って頂く事
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② 有症状の場合は利用を中止

・ 通所の場合は家を出るときに
体温測定・体調チェック

・ 新規入所の場合は病院を受診し検査結果
を考慮する

・ 病院からの入所→退院前にPCRを依頼

持ち込まない（利用者編）
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持ち込まない（職員編）

① 同居家族以外とのマスクなしの会話

飲食の禁止

・別居家族が帰省

・冠婚葬祭

・年忌
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② 毎日の体温測定・健康チェック（出勤前）

施設全体の有症状者を一人が把握（報告体制の構築）

本人から聞き取り（実習生も含む）

・ 症状

・ 14日間の行動歴

・ 同居家族の症状と行動歴

・ 同居家族の仕事や学校とその施設での感染状況

症状があれば受診を促し、できればPCR

持ち込まない（職員編）
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③ 手指消毒の徹底

（適切な手指消毒を

必要なタイミングで実施）

必要な箇所へ設置し、出来れば携帯

持ち込まない（職員編）
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④ 出・退勤時と業務用の衣服は交換

持ち込まない（職員編）
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拡めない（利用者編）

① 通所時には必ずマスクの着用

（咳・くしゃみを認める場合は

サージカルマスク）

② 送迎車の工夫
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③ 新入所者の14日間の感染対応

・ マスクの着用

・ 一人で食事

・ できる限り個室対応、

または多床室ではカーテンの利用

・ 入浴などは一番最後に

拡めない（利用者編）
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誰もが共通認識を持って関われるよう
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④ 効果的な換気

30分に5分以上

2003年（平成15年）７月以降に建築された住宅であれば
24時間換気設備が設置されている

・ ビル管理法の考え方に基づく必要換気量一人当たり
毎時30㎥の確保

・ 二酸炭素含有率 100万分の1000以下＝1000ｐｐｍ以下

拡めない（利用者編）
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⑤ レクリエーション、食事前の手指消毒

⑥ 定期的な環境清掃（共有物の清掃）

拡めない（利用者編）
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⑦ 歯磨き時の感染対策

⑧ 大声を出すような

レクリエーションの中止

⑨ いつも一緒のグループ編成（食事など）

拡めない（利用者編）
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⑩ 病院受診時の注意点
（外出・外泊時の感染対策パンフレット）

⑪ 発熱サーベイランス

拡めない（利用者編）
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① 車を降りた瞬間から、車に乗るまで

マスクの正しい着用（サージカル）

拡めない（職員編）
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② アルコールの携帯

③ 他施設（部署）との職員交流を避ける

④ 飛沫が飛ぶような介助時はアイシールド・

フェイスシールドの着用

拡めない（職員編）
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拡めない（職員編）

⑤ 必要なタイミングでPPEを使用し、正しい
着脱を行う（ビニールエプロンの使用）
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⑥ 黙食と歯磨き時の対策

⑦ 喫煙所の閉鎖もしくは利用制限

拡めない（職員編）
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入所者から陽性者が
発生してしまった時の対策
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ゾーニング

病原体によって汚染されている区域（汚染区域）

と汚染されていない区域（清潔区域）を分ける

安全に医療を提供する＋感染拡大を防止する

×複雑

〇分かりやすい
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エリアの違い

グリーンゾーン（清潔区域）

個人防護具（PPE）の着衣

スタッフステーションや宿直室

イエローゾーン（準清潔区域）

個人防護具を脱衣

物品などの受け渡し

レッドゾーン（汚染区域）

陽性者の生活区域

持ち込んだものは持ち出さない 25



念頭に置くべきこと

・レッドゾーンから出た廃棄物は他のゾーン

を通らずに外へ出す

・レッドゾーンを担当している職員と、

他部署の職員が交差しない

（出退勤経路、休憩室、ロッカールームなど）

・当該利用者と他の利用者の接触状況

（濃厚接触者の洗い出しレッドゾーンを決定）
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念頭に置くべきこと

•感染者が発生してからゾーニングを設定する

ため、全体像がみえない状況で判断せざるを

得ない

•すでに広く汚染されていることがあり、

設定時に清掃消毒を行って清潔区域を確保

する

・発生当初のゾーニングは日々変更となる
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シナリオ①
2日前新規入所された利用者

ADL：寝たきり（おむつ）

食事：嚥下食（介助が必要）

居室：個室

バイタル：本日朝から発熱と咳

本日外来受診し、PCRの検査を実施し、夕方に結
果確認

本日家族内で新型コロナウイルス陽性者が出たと

連絡あり
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考えよう

デイルームデイルーム

物置
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シナリオ①

夕方、病院から陽性との結果報告あり

保健所より、病院への入院搬送は明日に

なると
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考えよう

何から始めますか？どの時点で動きますか？

・

・

・

・

・

・

・
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考えよう

デイルームデイルーム

物置
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私なら・・・

・職員への説明と今後の対応についての周知

・患者、家族に説明

・ゾーニング

・隔離開始（必要物品を居室へ設置し、食器は

廃棄できる物へ）

・濃厚接触者の洗い出し

・職員のPPE着脱確認

・他の階の職員と交差しないような導線の確保
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結果

利用者は、PCR陽性であったが入所初日

から個室対応を行っていた事。

また、職員も食事介助、口腔清拭など飛沫が

発生するような介助時にはフェイスシールド

を着用していたことから、アウトブレイクには

至らず、当該利用者は翌日新型コロナ対応

病院へ転院となった
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考えよう

転院された後の部屋や物品の処理は？

・

・

・

・

・

・

・
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私なら・・・
個人防護具を着用し、

・壁・床も含めて新型コロナウイルス対応消毒剤

にて清拭

・リネン・カーテン・病衣は袋に入れ３日間放置

→３日後２重袋にして提出

・廃棄物は外装を新型コロナウイルス対応消毒剤にて

清拭し提出

・使用器材もすべて新型コロナウイルス対応消毒剤

にて清拭

・職員に情報発信
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シナリオ②

4日前に入所された利用者

ADL：車いす（障がい者用トイレ使用）

食事：刻み食（デイルームで自己摂取）

居室：４人部屋

バイタル：昨日夕方から発熱

本日外来受診し、PCRの検査を実施

夕方結果が判明→陽性
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考えよう

デイルームデイルーム

物置
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考えよう

デイルームデイルーム

物置
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廃棄物・リネン置き場
防護具脱衣エリア

廃棄物・
リネンの
提出は
時間的に
空間を
分ける。
また、
食事も
レッド、
イエロー
ゾーンの
分は専用
ワゴンに
乗せ換
える

こちらの階段は他の階の
スタッフが使用し、当該部
署のスタッフは使用しない

こちらの
階段は、
当該部署
スタッフ
専用と
する

当面、こちらを当該部署
スタッフの更衣室とする
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考えよう

デイルームデイルーム

物置
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ここに衝立を設置
このイエローゾーンが
個人防護具の脱衣場所

廃棄物・リネン置き場
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終息までの道のり

終息まで2か月かかりました。

その間、当該部署のスタッフも次々と就業制限

となり、他部署や他施設からの支援が入り

ました。しかし、支援に入ったスタッフからも

陽性者が出ました。また、今回支援のスタッフ

を上手く活用することができませんでした。

今後に備えて、何を考えておきますか？
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私だったら・・・

•平時から個人防護具の

正しい着脱を習慣化し、

各部署にリソース

スタッフを作る

•各部署でのBCPを作成

•各部署の配置図

（物品・居室など）を作成
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当院での事例

•事例紹介

60歳 男性

妄想性障害、統合失調症

9月28日（火）「任意入院」

症状 熱：36.7度 体のふらつき

14日間の行動歴 買い物に行く程度

他者との会食なし

普段からマスク着用（ウレタン）

一人暮らし

意思の疎通良好であり、説明した事に対し遵守できる

45



対応：グレー
新入院の対応
チャート参照

PCR：
本来入院４日目
10月2日（土）

10月4日（月）

結果：陽性
Ct値35.64

翌日転院
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実際の対応

10月4日（月）16：00頃PCR陽性の連絡あり

・該当患者への説明（主治医）

・該当患者対応をグレーからレッドへ変更

・濃厚接触者に該当するスタッフ、患者の洗い出し

（スタッフ・当該患者から聞き取り）

濃厚接触患者は無し、接触患者はイエロー対応へ

・ゾーニングと共に職員のPPE脱着の手順確認

・保健所への連絡（院長）

・家人への連絡（主治医）

・HER-SYSにて発生届けと各部署への状況説明

・10月5日（火）転院に向けて保健所との調整 49



10月5日（火）：AM

・ 濃厚接触者なし

・ 接触者PCRを実施：7名

（入院患者2名、スタッフ5名）

昼前にPCRの結果報告あり、それまで当該スタッフ

は特別休暇となる

すべて陰性

・ 各所属長に当院の状況をメールで説明

（陽性者発生直後から合計5回配信）

実際の対応
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10月5日（火）：PM

・転院搬送

保健所の車両、保健所職員2名とタイベックを着込んだ当院スタッフ1名にて

他患者と交差しないよう

・退院後の清掃、片付け

廃棄物・・・外側を清拭し3日間放置

リネン・・・2重袋に入れて3日間放置

カーテン・・・交換しリネン同様

環境清掃・・・アルコールにて床～壁まで手の届く範囲に対し

器材・・・アルコールにて清拭

実際の対応
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面会手順
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ご清聴ありがとうございました
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